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【育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

※各校で、「資質・能力」の数や「レベル」の段階数は変更する。 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

 ● 基礎基本の知識・

技術を涵養し、自ら考

える姿勢を育み真理を

探究する力。 

 

（知識・技能） 

 授業に集中するこ

とができず、知識・

技術の習得に関心

があるとは言えな

い。 

 なかなか授業に

集中することがで

きず、学習意欲が高

いとは言えない。 

 おおむね授業に集

中することができ、

基礎基本を身につ

けようとする意欲

がある。 

自らを客観視する

ことができ、未習得

の知識・技能を積極

的に身につけよう

とする。 

基礎基本を身につ

けるべく主体的に

授業に取り組むに

とどまらず、さらに

事の真理を探究し

ようとする。 

● ありの

ままの自

分を愛す

るととも

に、自分と

他人の違

いを豊か

に捉え、自

分の命そ

して他人

の命も大

切にでき

る人物。 

 

 

● また、

自立した

人間とし

て行動し、

自らの進

路を切り

拓くこと

ができる

人物。 

 ● 人権尊重に関する

知識の習得と、自己と

共に他者を大切にする

豊かな人権感覚。 

 

（学びに向かう姿勢） 

 人権課題につい

て、何らかの形で興

味関心をもってい

る。 

 自他が異なるとい

うことを理解し、

「違い」を捉えられ

るようになってい

る。 

 人権課題について

興味関心をもち、多

様な社会的立場を

理解しようとして

いる。 

 自他の人格を尊重

し、他人の痛みがわ

かる豊かな感性を

もつことができる。 

 さまざまな人権課

題を自らの課題と

して主体的に考え、

行動することがで

きる。 

 ● 正しい職業観をも

ち、自尊感情と労働を

重んじる姿勢。 

 

（思考・表現・判断） 

 就労意欲にが高

いとは言えず、多く

のことに対して興

味関心がなく無気

力である。 

 就労に関心はあ

るものの、実際の行

動になかなか踏み

出せない状態であ

る。 

  アルバイトを始

めるなどして、自ら

の職業観をおぼろ

げながらも考え始

めている。 

 アルバイト等の

経験を基盤とし、勤

労観や自己肯定感

を涵養できている。 

 多くの体験を経

て、正しい職業観、

適切な自尊感情、積

極的な勤労意欲を

身につけることが

できた。 

 ● 基本的生活習慣と

生活基盤を確立し、規

律ある生活を送ること

ができる社会人として

の素養と規範意識。 

 

（学びに向かう姿勢） 

 道徳、倫理、法律

等の社会のルール

を守ろうとする意

識が高いとは言え

ず、多くの事柄に関

して粗略である。 

 学校生活での集

団活動や人間関係

の中で、守るべきル

ールがあることを

感じている。 

 規律ある生活や

円滑な人間関係を

構築しようとする

意識が芽生え、実際

の行動に移してい

る。 

 将来(社会人)を見

据えた生活習慣や

生活基盤の確立を

意識した学校生活

を送ろうとしてい

る。 

 適切な社会人と

しての素養と規範

意識を身につけ、将

来に渡り責任ある

行動をとろうとし

ている。 

【生徒／学校の現状】 

 本校生徒は年齢・国籍・価値観等、非常に多様性に富んでいる。 

 複雑な生活環境に身を置く生徒たちは、人権尊重教育を柱とする授

業・学校行事等を通じて、人間関係そして学校生活環境に柔軟に対応

できるようになっていくが、その過程における課題等は多く存在する。 

  

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

 ● ありのままの自分を愛するとともに、自分と他人の違いを豊かに捉え、自分の命そして他人の命も大切にできる人物。 

 ● 自立した人間として行動し、生涯にわたって自らの進路を切り拓くことができる人物。 

 

【教育目標】 

 

（１）人間の尊厳を認識し、自他の人格を尊重し、他人の痛みがわか 

  る豊かな感性を持つ人間を育てる。 

 

（２）真理を探究しつづける意欲と、どんな困難にも負けない自己実 

  現に向けた不断の努力を積み重ねる人間の育成を目指す。 

【育成すべき資質・能力】 

 ● 基礎基本の知識・技術を涵養し、自ら考える姿勢を育み真理を探究する力。 

 ● 人権尊重に関する知識の習得と、自己と共に他者を大切にする豊かな人権感覚。 

 ● 正しい職業観をもち、自尊感情と労働を重んじる姿勢。 

 ● 基本的生活習慣と生活基盤を確立し、規律ある生活を送ることができる社会人としての素養と規範意識。 

【予想される社会の変化】 

グローバル化・少子高齢化・高度情報化のさらなる加速。 

価値観・労働環境の多種多様化。 


